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　GIGAスクール構想による新しい学校づくりが࢝まります。加えて、社会ではデジタルト
ランスフォーメーション（DX）が話題です。社会も学校も一層情報化していくことでしΐ
う。まさに長年にわたり本協会が取り組ΜできたことのਅՁがわれます。
　先のࣛ児ౡ大会では、全体会や研究発දはリモートのみで、त業ެ開は接の参؍との
ϋイϒリッドで開࠵しました。大会後のアンέートによれ、「対面での実施とൺて、ຬ
いたͩけましたかʁ」のいに、「とても」「やや」と回したのは研究発දで���、研究
त業でも�1�でした。加えて、次期大会Ҏ߱の開ࣜܗ࠵として、ϋイϒリッド開࠵のرが
���もみられました。ϋイϒリッド開࠵は、ּ大会実行委員長をはじめࣛ児ౡのօ様にै
来Ҏ上のޚෛՙをおかけした݁果ですし、こうした急な開ࣜܗ࠵のมߋをडけೖれてくͩ
さった会員の先進性にも಄の下がるࢥいです。
　このように考えますと、特に知識提供を中৺とした内容であれ、多くの会員がリモー
トでも良いのではないかとࢥったことになります。今後、Ҡ動時ؒや費用等々のコストか
らも、多くの教員研मが、リモートや動画でも実施されていくことでしΐう。
　教員にとってもศ利なことは、子供にとってもศ利なことかもしれませΜ。つまり、୯
७な知識提供であれ、:ouTuCe等の動画で充と考える子供も多くいることでしΐう。
ຯ関৺を引きつけるत業動画にҲれています。このとき、教ڵに:ouTuCeには、子供のط
で᛭ୖຏしたり、ٞや協働࢜はどのようなत業をしたら良いのでしΐうかʁ子供同ࢣ
したりと、対面でしかできないことをٻしていくことになるとࢥいます。୯७な知識提
供のみであれ、զ々の৬業は、動画に置き換えられてしまう、त業のうまい教ࢣにಠ
されてしまうこともىこりえます。
　つまり、「GIGA端末をत業で効果的にう方法を教えてくͩさい」「そうはいってもೖࢼ
があるのでICTとか協働なΜてやる時ؒはありませΜ」と考えたりするのは、ै来のत業や
制度からの発想であり、最適化や高度化という方向でのICT活用の発想といえます。たͩ、
現実に社会は、急速にมわっており、զ々もそのӔ中にいます。研究त業すらリモートと
いう体ݧをしたように、ࠜఈから考え方がมわるポイントにཱっていると考えるきでしΐ
う。
　զ々は、त業をしたいのでしΐうかʁいや、それҎ上に、子供によりよく学Μでཉしい
のͩとࢥいます。վめて考えれ、子供が学ぶࡍに、効果的で効的な方法として学校が
あり、त業があったのͩとࢥうわけです。子供の学びにཱ٭すれ、「त業における効果的
なICT活用」Ҏલに、「子供がよりよく学ぶためのICT活用」をݕ౼していくことになりま
す。ࢴやࠇ൘に最適化された学校やत業から、デジタル時代に;さわしい学びをࠜఈから
研究開発していくことがٻめられています。
　こうした本質を究し、考え方もมわっていくことこそ、デジタルトランスフォーメー
ションといえるでしΐう。本協会の進むきಓとࢥいます。

学びのデジタルトランス
フォーメーションに向けて

+"&5෭ձ長ʗ౦ژ学ܳେ学　।ڭत　ڮߴ ७
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�ɽ(*("εΫʔϧߏͷ࣮ݱʹ͍ͭͯ
　GIGAスクール構想の実現については、Society5.0
時代を生きる全ての子供たちの可能性を引き出す、
個別最適な学びと協働的な学びを実現するため、こ
れまで令和元年度から３度にわたる補正予算におい
てICT環境整備に係る必要経費の計上により、児童
生徒の「１人１台端末」等のICT環境の整備を進め
て参りました。
　いよいよ今年４月からは全国の小・中学校で１人
１台端末環境下での学習が本格的にスタートします。
文部科学省では、GIGAスクール構想を引き続き推進
していくため、令和３年度予算へ「GIGAスクールサ
ポーター配置促進事業」「GIGAスクールにおける学
びの充実」「初等中等教育段階のSINET活用実証研
究事業」を計上しています。

（１）GIGAスクールサポーター配置促進事業
　児童生徒１人１台端末の環境において、災害や感
染症の発生等による学校の臨時休業等の緊急時で
も、ICTの活用により全ての子供たちの学びを保障
できる環境を早急に実現するため、これまで担って
きた調達整備等の学校におけるICT環境整備に加え、
オンラインによる家庭学習等を行うための環境を整
えるシステムサポート業務等の初期対応を支援する
ICT環境整備等の知見を有する者の学校への配置経
費を支援することにより、１人１台端末の活用を推
進します。

（２）GIGAスクールにおける学びの充実
　「GIGAスクール構想の実現」の着実な実施に向け
て児童生徒１人１台端末の環境におけるICTの効果
的な活用を一層促進する取組を実施します。あわせ
て、新学習指導要領において「情報活用能力」が全
ての学習の基盤となる資質・能力として位置付けら
れたことを踏まえ、その育成及び把握のための調査
研究等を実施します。
①「ICT活用教育アドバイザー」等による整備・活

用推進
　教育の質の向上に向けて、全国の自治体における
学校のICT環境整備の加速とその効果的な活用を一

層促進するため、学校ICT環境の技術面や調達方法、
ICTを活用した指導力の向上などに関する助言など
の支援を、専門性を有する有識者を活用して行い、

「GIGAスクール構想の実現」の着実な実施及び児童
生徒１人１台端末の環境におけるICTの効果的な活
用を一層促進します。
②児童生徒の情報活用能力の把握に関する調査研究
　言語能力などと同様に学習の基盤となる資質・能
力と位置付けられた情報活用能力を定期的に測定す
るため、小学校・中学校・高等学校等における児童
生徒の情報活用能力調査を全国規模で実施します。
③情報モラル教育推進事業
　携帯電話・スマートフォンやSNSが子供たちにも
急速に普及する中で、児童生徒が、自他の権利を尊
重し情報社会での行動に責任を持つとともに、犯罪
被害を含む危険を回避し、情報を正しく安全に利用
できるようにするため、学校における情報モラル教
育は極めて重要です。「GIGAスクール構想の実現」
による1人1台端末が整備されることを踏まえ、児童
生徒がいつでもどこでも情報モラルについて学ぶこ
とができるよう、e-learningプログラム等の作成を行
い、情報モラル教育の着実な実施を図ります。

（３）初等中等教育段階のSINET活用実証研究事業
　超高速の学術情報ネットワークであるSINETは、
初等中等教育段階の学校においても、安定した遠隔・
オンライン教育の実現やオンラインコンテンツのス
ムーズな利用、大学・研究機関との交流・連携の強
化など、様々な活用が想定されることから、「成長戦
略フォローアップ（令和２年７月）」や「新時代の学
びを支える先端技術活用推進方策（令和元年６月）」
を踏まえ、将来的なSINETの初等中等教育への開放
に向けて、一定規模の学校数がSINETに接続した場
合の高速大容量通信や同時接続による運用体制等に
ついて実証研究を行います。

 �ɽʮ(*("�4UV%9�ਪਐνʔϜʯͷઃ
ஔʹよΔࢧԉ׆ಈͷελʔτʹ͍ͭͯ
　子供たちの多様化が進む中で、個別最適な学びを
実現する必要があること、また、情報化が加速度的

行送り調整済みのため流用不可

(*("εΫʔϧߏの࣮ݱͱ
*$5のੵۃతͳ׆༻のਪਐʹͭいͯ

จ෦Պ学ল ॳதڭҭہ ใڭҭɾ֎ڭޠࠃҭ՝

JAPAN  ASSOCIATION  FOR  EDUCATIONAL  TECHNOLOGYϫ ʔ Ϋ γ ϣ ο ϓ

2

N
EW

SLETTER
  N

o
.135

ಛ ผ د ߘ

newsletter135_p02-03.indd   2 2021/04/06   15:12



に進むSociety5.0時代に向けて、情報活用能力など学
習の基盤となる資質・能力を育む必要があることな
どの課題に対し、ICTの活用は大きな役割を果たし
得るものとなります。
　こうした背景に基づき、文部科学省では、GIGAス
クール構想の実現に伴う１人１台端末及び高速大容
量通信環境の積極的な活用を推進していくために、
令和２年12月23日、文部科学省内に教員出身者も含
めて構成される「GIGA StuDX（ギガ・スタディー
エックス）※ 推進チーム」を創設し、今後、様々な情
報発信や、全国の自治体・学校に対する支援活動を
展開してまいります。

 具体的な取組内容は、次の２点です。
〇特設ホームページ「StuDX Style」等を通じた情報

の発信・共有による支援（図１）
〇全国の教育委員会との情報交換プラットフォーム

の構築・運営（図２）
　「StuDX Style」では、１人１台端末の利活用をス
タートさせる全国の教育委員会・学校が参考にでき
る、「すぐにでも」「どの教科でも」「誰でも」活かせ
る端末の活用方法に関する優良事例や各自治体の工
夫ある取組事例などの情報発信を行っております。
　今後は、全国の教育委員会で学校の教育活動にお

けるICTの利活用を推進及び指導されている担当者
（指導主事等）が互いに有益な情報交換を行うことが
できるよう、オンラインイベントやオンラインコミ
ュニティを企画運営し、タイムリーな情報提供と共
有を図っていく予定です。

※「GIGA StuDX」とは：GIGAスクール構想の浸透による学
びのDX（デジタルトランスフォーメーション）と学校の教
育活動におけるICT利活用の促進のためのExchange（情報
交換）を掛け合わせた造語です。

「StuDX Style」峑
ੲਾਦ嵣ુથ

રଐણ৷হ嵣ৌૢহಉ
各地域での
情報共有

教育委員会 学校

ੈ௮৬のॖওー४

「GIGA StuDXਤ崩嵤嵈」峘৬について
崖 崔 崡 崧 崯 崋 嵤 崐 崫 崗 崡

都道府県･指定都市

市区町村

ધ科学 ੂಉরಉ教育ଂ

ଳ学・教科৹ਪ

ଂ関બୖ 連携・協力
GIGA StuDXਤॳー

ICT利活用をਤखている事ಉ

ੲਾઐఌ崿嵑崫崰崽崑嵤嵈

GIGAスॡーঝଡ୳のৰਠにൣअ１人１台端末लৈசপઍৢ信୭のாな活用をയਤ
するため、َGIGA StuDXਤॳーُをਝ઼ख、１人１台端末の利活用をスタートさせる
全国の教育委員会・学校に対する支援活動を展開खます。

図２　「GIGA StuDX推進チーム」の体制について

３－３．「StuDX Style」について

StuDX Styleへのアクセス先：https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_01097.html

１人１台端末の利活用をスタートさせる全国の教育委員会・学校に対する支援活動を展開するため、｢すぐ
にでも｣｢どの教科でも｣｢誰でも｣活かせる1人1台端末の活用方法に関する優良事例や本格始動に向けた対応
事例などの情報発信・共有を随時行っていきます。

2図１　StuDX Style（文部科学省HP）
（https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/

detail/mext_01097.html）
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�ɽ�ೝఆɾදজͷ࣮
　2015年１月にスタートした学校情報化ೝ定は、2021
年３月末段階で、学校情報化அシステムへొし
た学校数が12��校に達し、学校ධՁや教育の情報化の
取り組みの成果をࣔすエϏデンスとしてく͝活用
いたͩきつつあります。201�年４月から、ૢ作性をվ
ળさせ、また新学習指導要領に合わせてվగした学
校情報チΣックリストを導ೖした、新たな学校情報
化அシステムの運用に伴い、Ҭを͛ڍての参加
がみられるようになりました。
　2021年３月末段階でのೝ定・දজの実は、Ҏ下の
とおりであり、全国の学校情報化を代දする学校や
Ҭにより、本事業の普及・進展が期されるとこ
Ζです。
　 学校情報化優良校（ೝ定） 12��校
　 学校情報化先進校（දজ） 2�校
　 学校情報化先進Ҭ（201�年度まではදজ、201�

年度からೝ定） 15Ҭ

�ɽ༏ྑ࠶ߍೝఆɾઌਐߍදজʹ͍ͭ
ͯ

˓学校情報化優良校（201�年度ೝ定校）の࠶ೝ定
　201�年度に優良校としてೝ定された学校のೝ定期ؒ
は、2021年３月31日でऴྃです。たͩし、2021年６月
までに࠶ೝ定された場合は、優良校としてܧ続して
いる学校となります。７月Ҏ߱にೝ定される場合、
新規のೝ定となりますが、ID等はܧ続して用いた
ͩけます。今後、࠶ೝ定の期ؒをೝ定期ؒのऴྃ日
のલ後３ϲ月（１月から６月まで）として運用する
予定です。
˓2021年度学校情報化先進校
　優良校としてೝ定をडけていて、߲のϨベルが
一定Ҏ上に達していれ、先進校に応ืすることが
できます。４月１日（）ʙ̑月31日（月）の期ؒに
;るって͝応ืくͩさい。これまでに先進校として
表彰されている学校でも、別のカテゴリで応募いた
だくことができます。（参考：Χテΰリは、「教科指導
におけるICT活用」「情報教育」「校務の情報化」から

બ）

�ɽ(*("εΫʔϧڥʹରԠͨ͠ν
ΣοΫϦετ

　学校情報化ೝ定は、GIGAスクール構想によって整
備が進む児童生徒一人１台の情報端末環境に対応し
て、チΣックリストを見し、一部（Ҏ下の内）
をߋ新いたしました。主なมߋ点として、児童生徒
のICT活用環境の整備に関する߲をมߋしています。

ʲϨベル２ʳ学校として充な取り組みが行われ
ているঢ়ଶ
　学習者用端末やアカウント、無線LAN等、全て
の児童生徒が日常的に1人1台を活用する環境が整
備されている。
ʲϨベル３ʳ先進的・発展的な取り組みが行われ
ているঢ়ଶ
　学習者用端末やアカウント、無線LAN等が整備
され、全ての児童生徒が日常的に1人1台を活用し
ており、クラウドの活用、オンライン学習、持ち
帰り等にも対応している。

　また、オンライン学習に関する内容や学校8eCサ
イトによる情報ެ開、保ޢ者との連携等、コロφՒ
での対応から発展させ、今後の新しい生活様ࣜに対
応した内容にम正しました。ৄしい内容を8eCサイ
トにࡌܝしていますので参রくͩさい。
　
�ɽਃͷΞυόΠε
　学校情報化ೝ定事業の৹査において、優良校とし
ての要݅をຬたしていないとஅされた場合は、
೦ながら「ࠩしし」となり、म正の上、࠶提出の
うえ、࠶৹査となります。ਃのલに、「学校情報化
優良校認定申請へのアドバイス」を一ಡいたͩきた
いとࢥいます。ਃ時のチΣックͩけでなく、取り
組みの見しにもつながります。より効的に本事
業を͝利用できるようになるとࢥいます。͝ 協力のఔ、
おئいਃし上͛ます。
（www.jaet.jp/katudou/nintei/yuuryouad.html）

(*("εΫʔϧڥʹରԠしֶͨߍใԽೝఆ
νΣοΫϦετの߲をߋ新し·しͨ
+"&5෭ձ長ɾ学校ใԽೝఆҕһձҕһ長ʗதଜ学Ԃେ学ڭҭ学෦ ڭत　ࢁຊ ๎߂
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�ɽ*$5උڥ
　本校では６年લからICT整備を進めています。ෑ
内に8i-'iを備し、全教ࣨにプロジΣクター、ス
クリーン、実Ө機をৗ設しています。また、
i1aEを学校で23�台ॴ有し、生徒が必要に応じていつ
でも利用できる環境を整えています。中高一؏校で
あるため、令和２年度までは中学生と高校生の一部
が共有してi1aEを用していますが、令和元年度か
ら高校で#:0Dを開࢝し、令和３年度のೖ学者で高
校生全学年の個人端末ॴ有が成します。そして、
中学生が学校ି༩で１人１台活用を実現することが
できるようになります。また、全教員にSurGaceをି
༩し、教科や校務においてICT機ثを活用していま
す。i1aEやChroNeCooLͩけではなく、1Cࣨにおい
ては、技術・家庭科のत業でアプリέーションιフ
トΣアを用いてタイϐングの࿅習、ཱݙ作成など
に取り組めるようになっています。ӳ語のत業時に
1Cを用いてԻをฉきながらたくさΜのӳ語の本を
ಡむことができるCA--教ࣨもあります。

�ɽڭՊʹ͓͚Δ׆༻
　全教科がICT機ثを用いてत業を行っており、教
ࣨ内ではデジタル教科ॻやプϨθンテーションιフ
トΣアで作成した教ࡐを用いたत業を展開してい
ます（ࣸਅ１）。また、１人１台のi1aEを活用するこ

とで、発දの資ྉ
४備、ҙ見のू・
交換など生徒が主
体的にत業に参加
できるようになり
ました。実技科
においても、体育

のत業時にグランドや体育ؗでi1aEを用いて生徒
自身が活動をهし、自たちの動きを֬ೝしてվ
ળにつな͛ていくなど、多くの場面で活用しています。
　さらに、ேྱ（ホームルーム）時にはeラーニング
教ࡐを活用して生徒自身が学習したい内容をબΜで
学習し、学力向上につな͛ています。

　生徒にアンέートをとるࡍには、Ҏલはࢴഔ体で
行っていたものが、ICT機ثを用いて行えるように
なりました。そのため、アンέートू計を֬実かつ
容қに行うことができるようになり、ペーύーϨス
化にもつながりました。
　また、中学校に
ೖ学して初めてア
プリを利用する生
徒もいるため、中
学３年生が新ೖ生
にい方を教える
生徒主体の࠲ߨを
ຖ年実施しています（ࣸਅ２）。
　このように様々な場面でICT機ثを活用すること
で、生徒主体の取り組みが૿え、活発にҙ見交換が
行われるようになりました。

�ɽίϩφՒʹ͓͚Δ*$5׆༻
　今年度は、新ܕコロφイルス感染֦大のӨڹを
डけ、休校により学校でのत業が行えないスタート
となりました。しかし、３月の臨時休校時の省を
生かし、４月にはオンラインत業を実施しました。
教ࢣ、生徒ともに最初はށいながらのスタートで
したが、ேྱでメッηージのやり取りを行い、त業
においては教科の内容を動画やスライドで配信して

（ࣸਅ３）学習ができるようにしました。わからない
内容を個別に質するなど、生徒自身が自のペー
スで学習できるようになり、オンライン教育の有効
性が感じられました。

写真３　因数分解学習スライド

հߍใԽೝఆ�༏ྑߍֶ

ҰਓҰਓのֶͼʹͭͳ͕Δ*$5׆༻
長࡚県　学校๏ਓ७৺ঁࢠ学Ԃ　७৺த学校　 ڭ་　Ӭ ޗ

写真２　３年生による使い方講座

写真１　ICT機器を用いた授業展開
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�ɽ͡Ί ʢʹຊࢢɺຊߍͷ*$5ڥʣ
　本校は、࡛ݝۄのೆ部Ҭ、上ඌࢢのೆ部に位
置しており、ݹくからҬにࠜ͟している方と新し
く来られた方がࠞࡏするམちついた校۠にあり、学
校教育ඪ「がΜる子　ࢥいやりのある子　元ؾ
な子」の知ಙ体のバランスがとれた児童の育成を
指しております。本ࢢの学校におけるICT環境整備で

すが、ฏ成21年度に全校普
通教ࣨに52ܕ大ܕӷথモニ
タを設置し、さらにコンϐ
ュータࣨの整備、教৬員一
人１台の校務用1Cの配置
など、早くから教育の情報
化を進めてきました。

　現ࡏではコンϐュータࣨ設置の1CをタϒϨットܕ
にมߋし、校内ແઢ-ANを
活用して校内のあらΏると
こΖでܨがる環境が整えら
れました。教員が用する
タϒϨット1ܕCには、教ࢣ
用デジタル教科ॻがインス
トールされており、ຖ日のत業がέーϒルϨスで行
われております。なお、本年度は、GIGAスクール構
想の下、ChroNeCooLを児童一人に１台ͣつି༩し、
Society5.0に対応した教育活動を推進するため、一層
の教育の情報化、DXを進めております。

�ɽຊߍͷ͜Ε·Ͱͷڀݚɺ࣮ફ
　本校は、令和２年度に࡛ݝۄ教育委員会からプロ
グラミング教育推進校の指定をडけ、特に教科にお
けるプログラミング的ࢥ考の育成の研究に取り組Μ
できました。研究テーマのプログラミング的ࢥ考の
育成については、その基盤となる学習方法として、
シーέンス、トライˍエラー、最適ղを協働してٻ
める学習活動を中৺に実ફ的に取り組みました。
　このような学習を進める中で、児童の学習ҙཉの
向上、ࢥ考のがりやਂまり、協働しながらࢼ行ࡨ
して学習に取り組む主体的なଶ度が育ってきましޡ

た。また、Nicro�CitやロϘ
ットなど実機の用をલ提
にत業を組みཱてたことで、
教員のICTスΩルは֬実に
向上し、教員同࢜の会話の
中で、プログラミングに関
する話も出てくるようにな
りました。ICT機ث等を活用するत業の効果にख応え
を感じるようになり、この１年ؒのत業実ફは本校
学校情報化の大きな一าとなりました。
　令和元年、２年度に国ཱ教育策研究ॴから「プ
ログラミング的ࢥ考を࣠とした情報活用能力の育成
を指す૯合的な学習の時ؒ」の研究指定をडけ、
さらに学校情報化を推進しました。多くの企業から
支援をडけ、ドローンや人ܕロϘットなどを提供い
たͩき、児童のڵຯ関৺を高めながら、プログラミ
ング的ࢥ考を育てる学習をਂめました。「ࢲたちのະ
来」をテーマにデジタルと社会の関わりについて୳
究的な学習活動を進めてきました。この݁果、児童に、
えが໌らかでない課題に対して、ॱংཱてて考え、
ղܾのための最適ղをٻめようと協働的に学ぶ࢟
が見られるようになりました。また、情報機ثを必
要に応じて用するなど情報活用能力も高まってき
ました。児童のม化をの当たりとしたことで、教
員の情報化に対するҙ識はさらに高まり、プログラ
ミングやオンライン配信など現ࡏ必要な情報活用技
能、指導力が身に付けるようになりました。教員一
人一人が指導をܧ続する中で、教育のデジタル化が
児童の学力向上等に効果的であることを実感として
ଊえるようになりました。

�ɽऴΘりʹ
　学校の情報化推進のためには、まͣ、実ફすること、
実ફを積み重Ͷることであると感じております。そ
のためには、機ثや設備、システムを整えることが
必要であり、教育委員会や企業と連携することが重
要であると実感しております。今後も研究を積み重
Ͷてまいります。

写真1　コンピュータ室の
ようす

写真2　各教室配置大型
モニタ

写真3　児童が作成した
盲導犬ロボット

新しい社会を生き抜く児童の育成

埼玉県上尾市立鴨川小学校　校長　井浦 博史
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�ɽςʔϚઃఆͷҙਤ
 2021年度の+AET全国大会を大ࢢࡕで開࠵する予

定です。本ηミφーは、そのプϨηミφーとして位
置づけられたものでした。
　大ࢢࡕでは学校情報化を積極的に進めており、日
本教育工学協会による学校情報化ೝ定の先進Ҭ取
得を指しています。そこで今回は、すでに学校情
報化優良校や先進校になっている取り組みに学びな
がら、今後他の学校が、どのように学校情報化を進
めていけよいかについて、考えるというηミφー
でした。

�ɽ+"&5ֶߍใԽ༏ྑߍͷ�
༏ྑߍೝఆΛͨ͢ࢦΊʹ

　すでに優良校となっている大ཱࢢࡕᣪ中学校のࢁ
本先生から、大ཱࢢࡕ小学校の੪ా先生からは、
自らの学校がどのように学校情報化を進めているの
かという報ࠂがありました。
本先生と੪ా先生が別్ࢁは、本߸においてࡉৄ　
ࣥචされておりますので、先生方のߘݪにおৡりし
ます。

�ɽۀاͱ࿈ߍֶͨ͠ܞใԽͷ
　�社（౦ژॻ੶᷂、᷂ジΣイアール࢛国コミュニέ
ーションΣア、シϟープマーέティングジϟύン
᷂、エプιンൢച᷂）に͝発දいたͩきました。
　いͣれの͝発දにおいても、GIGAスクール構想が
進む中、ICT機ثやιフトΣアが日ৗ的にվળさ
れている様子がうかがえ、オンラインで参加者から
も多くの質がありました。

�ɽֶߍใԽͷॆ࣮ͱશࠃେ会ʹ
͚ͯͷεςοϓΞοϓ

　学校情報化に先進的に取り組Μでいる学校の事例
をもとに、現ঢ়を交えながら今後取り組むきこと
についてώントを୳るために設定しました。ງాത
ৗ任ཧ事（Ԃా学Ԃঁ子大学）コーディネートの࢙
もと、ٶ本७先生（大ཱࢢࡕງߐ小学校）、ּ置๕ষ

先生（大ཱࢢࡕত和中学校）から話題提供がありま
した。おೋ人の先生がॴଐをする学校はいͣれも学
校情報化ೝ定先進校を取得した学校であり、2021年
度全国大会のެ開校にもなっている学校です。
本先生からは、チームで実ફを進めることをҙٶ　
識しており、プログラミングत業やొࢄ校時の工
夫などについて、新しいテーマについてࢼ行ޡࡨし
ながらもલ向きに取り組Μでいる様子がհされま
した。ּ置先生からは、すての教科でICT活用が
普及しており、すでに生徒１人１台の活用へとシフ
トしている様子がうかがえました。
　今後のステップアップとして、ງߐ小学校では
ICT活用をલ提に組みࠐΜͩ上での、ポートフォリ
オやルーϒリックを活用したධՁを組みࠐむといっ
たように教育方法を充実させようとしているという
ことでした。ত和中学校においては、त業動画の配
信やస学習など、学校の中ののみにはとどまら
ないत業վֵへと着खしている様子がうかがえまし
た。全国大会でのत業ެ開に向けて期が持てる内
容でした。
　こうした取り組みについて、ত和中学校に長年指
導にೖられている๛ా充ਸৗ任ཧ事（和Վࢁ大学）
にも整ཧ・ҙٛづけをしていたͩきました。

�ɽ͓Θりʹ
　本ηミφーの取り組みが大ࢢࡕ全体の学校情報化
の取り組みの参考になることで、先進Ҭのೝ定や
全国大会の充実につながることを期しておりま
す。ηミφーについて当初は会場校として͝担当い
たͩいておりましたງా先生には、プログラムฤ成
にも全面的に担当していたͩきました。また、ొஃ
者の調整にあたっては、大ࢢࡕ教育ηンターの全面
的な͝協力を得ることができました。全国大会には
連携がܽかせませΜが、そうしたҙຯでもよいプϨ
ηミφーとなりました。

ʮڭ育のใԽʯ࣮ફηϛφʔ։࠵ใࠂ
ͿֶʹࠂใԽをॆ࣮ͤ͞Δ࣮ફใߍֶ

+"&5෭ձ長ʗେڭࡕҭେ学େ学Ӄ࿈߹ڭ৬࣮ફڀݚՊ ।ڭत　ࣉ հߒౢ 
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優良校認定を目指すための工夫

େཱࢢࡕᣪதֶߍɹࢦಋڭ་ɹࢁຊ�

�ɽ͡Ίʹ
　本校は、学ڃ数2�学３）ڃ年７学２、ڃ年７学ڃ、
１年７学ڃ、特別支援６学ڃ）、生徒数��2໊、教員
�5໊の大規模校です。ฏ成2�年から大ࢢࡕ学校教育
ICT事業ڌ点校として学習者用端末120台、アクηス
ポイント全教ࣨに配備され、学習者用端末の活用、
教ࣨ等の環境整備など大ࢢࡕ全Ҭに実ફ事例を発信
しています。+AET学校情報化優良校ೝ定を、ฏ成
2�年度にೝ定をडけ（期ؒ：ฏ成2�年10月１日ʙ令
和２年３月31日）さらに令和２年度に࠶ೝ定をडけ
ました。（期ؒ：令和２年̑月̔日ʙ令和̑年３月31
日）学校情報化優良校ೝ定をडけるにあたって学校
情報化優良校ೝ定基४の「教科指導におけるICT活
用」、「情報教育」、「校務の情報化」、「情報化の推進」
の４つの߲の中で、「教科指導におけるICT活用」、

「情報化の推進」の２つの߲についての実ફ報ࠂを
させていたͩきます。

�ɽ༏ྑߍೝఆΛͯ͠ࢦ
　教科等の指導におけるICT活用を校内にて推進す
るために、「いつでも」、「どこでも」、「きがるに」
えるICT環境の整備を行いました。まͣ、普通教ࣨ
の整備にあたって、त業用ύιコンを配置し、ఱҪ
につるしたプロジΣクターとέーϒルを接続したঢ়
ଶにしておき、त業用ύιコンもサインアトにし
たঢ়ଶにしておきत業が࢝まる̑લに指導者はロ
グインし、त業時ؒのロスをできるͩけগなくし、
ԁにत業が行えるようにしました。（ࣸਅ１）そし
て、Իָࣨ（２教ࣨ）、ཧ科ࣨ、家庭科ࣨ（被ࣨ）、
習ख़度別教ࣨなどの特別教ࣨにおいても普通教ࣨと
同様のICT環境を整備し、̕教科すてにおいてICT
を活用できるようにしました。
　ICT環境が整備されていくと、国語科・数学科・
ӳ語科では、デジタル教科ॻの活用が日ৗ的になり
ました。ཧ科・社会科では、N), Gor Schoolの活用
が૿え、全教科において、自作のύワーポイントを
、用したत業が૿加しました。また、ಓಙのत業では
教科ॻの࿕ಡに利用し、༨༟ができた時ؒをҙ見交
換の時ؒに充てるなど効果的な活用ができました。
　情報化の推進を進めていくにあたり、校内の組৫・

校務ঠの࠶構築を行いました。情報教育委員会の
組৫を各学年୯位にࡉ化し、これまで情報教育担
当（委員長）が全学年を担当していたものを、վめ
ました。

図１　情報教育委員会組織図

トラϒث化したことによりέーϒル交換や機ࡉ　
ル等の対応がਝ速になりました。また、؆୯ですぐ
えるトラϒルの対応法を学年͝とに達すること
ができました。学習者用端末120台を効果的に॥環さ
せるために予を作成し、事લに担当者がೖ力す
ることにより教科ؒでの調整がԁに進めることが
できました。

�ɽޙࠓͷऔりΈ
　GIGAスクール構想により、一人一台学習者用端末
が令和２年度中に整備されることから、よりԁに
活用が進むように、利活用要߲（ϋンドϒック）を
作成しました。生徒用ルール、؆୯なトラϒル対応
等をࡌܝし、त業者が「いつでも」、「どこでも」、「き
がるに」ICT機ثを活用できる環境及び体制づくり
の構築をさらに進めていきます。

�ɽΦϯϥΠϯतۀ
　令和２年７月４日（）に大ࢢࡕとして初めてϋ
イϒリッドܕオンラインत業を実施しました。普段
のत業よりデジタル教科ॻやύワーポイントを活用
したत業を行っているため通ৗのत業と΄΅มわら
ないत業を行うことができました。

写真１　普通教室の環境
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学校の情報化に向けて

େཱࢢࡕখֶߍɹࢦಋڭ་ɹ੪ �ాढ़ฏ

�ɽ͡Ίʹ
　本ࢢはฏ成2�年度より、すての小中学校に�0台
の学習者用端末を整備するなど、ICTを活用した教
育の推進を図っています。充実した環境が整う中、
本校ではච者を中৺に、教育の情報化に関する全ൠ
的な取組を進め、ฏ成2�年に学校情報化ೝ定優良校
を取得、ೝ定期ؒຬྃを得て、令和２年には優良校
を࠶取得しました。
　本ߘでは、これまでの学校情報化に向けた取組に
ついてհします。

�ɽ༏ྑ࠶ߍऔಘ·Ͱͷऔ
　ฏ成2�年に優良校を取得してから、ܧ続的に教育
の情報化を推進するための組৫・支援体制の構築を
指し、次の４つの重点的取組を行いました。
　・教員のICT活用指導力向上
　・教科指導におけるICT活用の充実
౷的な情報活用能力の育成ܥ・　
　・学校情報化リーフϨットの作成
それͧれについて、Ҏ下にઆ໌します。

（１）教員のICT活用指導力向上
　「教員のICT活用指導力チΣックリスト」を年４回
実施し、その݁果をもとにධՁ・վળを図っていき
ました。年度࢝めに実施した調査の݁果は、「# त業
にICTを活用して指導する能力」の下位߲「 -̗２」
や「 -̗４」などの協働的な学びについて課題が見ら
れたことから、本校では児童が互いに教え合い、学
び合う協働的な学びの実現を指し、「ICTを活用し
た協働学習」をICT活用テーマに設定しました。

（２）教科等の指導におけるICT活用の充実
　3-1DCAサイクルを回し、持続的・発展的に「協
働学習」を中৺としたICT活用実ફ研究を進めてい
きました。実ફのフィードバックや実ફ交流を通じ
て次の実ફへとつな͛ていく場面には校内研मを実
施することでत業研究を活性化させ、教員の実ફ力
を高めていきました。

౷的な情報活用能力の育成ܥ（３）
　IEスクールによる「情報活用能力体ܥද」をもとに、
本校の１年生から６年生までの具体的な内容を児童
の実ଶにଈして体ܥ的に整ཧし、「小学校൛の情
報活用能力体ܥද（資ྉ１）」を作成しました。これ
により、児童の発達段階や教科等の役割を໌֬にし、
教科ԣஅ的なࢹ点で育むことができました。

資ྉ１ 
httQ���TXa.city-oTaLa.eE.KQ�XeClog�GileT�e��151��Eoc�1�3�21�2���23�.QEG

（４）学校情報化リーフϨットの作成
　すての教員が「学校情報化チΣックリスト」に
よる自ݾධՁを行い、学校全体で現ঢ়を適にධՁ・
վળすることで、より一層の情報化の推進を図りま
した。また、これまで取り組Μできた内容を߲に
Ԋって整ཧし、「学校情報化リーフϨット（資ྉ２）」
にまとめました。
　すての߲におけるঢ়گを把握するとともに、
今後に向けた課題を໌֬にすることで、学校全体で
Ϗジョンを共有することができました。

資ྉ２
httQ���TXa.city-oTaLa.eE.KQ�XeClog�GileT�e��151��Eoc�1�3��0�32��101.QEG

�ɽ·ͱΊ
　本校では、持続・発展的に体制を整えていくことで、
学校全体の情報化の普及・定着を図っていきました。
学校情報化に向け、すての教員がICTのҙٛや必
要性をཧղし、学校全体で取り組めたことが大きな
要Ҽͩったとࢥいます。
　また、校内の取組にཹまらͣ、大学教तやICT支
援員などの֎部人ࡐを活用し、専門的知識を身に付
けることや、全ൠ的な助言・支援の充実を図ること
も学校の情報化の推進に重要ͩったと考えます。

JAPAN  ASSOCIATION  FOR  EDUCATIONAL  TECHNOLOGY
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̍ɽίϯϐϡʔλҎ֎ͰใڭҭΛ
　情報教育の実践というと、コンピュータを使わな
ければならないという印象を持っている人も多いか
もしれません。確かに、現代社会における情報の多
くはコンピュータを使って扱われるため、情報教育
でコンピュータを活用することは理にかなっていま
す。しかし、情報はさまざまなメディアを通して流
通するため、情報教育ではコンピュータ「だけ」を
使うのではなく、さまざまなメディアにおける情報
を取り上げることが必要であると考えます。情報教
育で活用できるコンピュータ以外のメディア（を扱
う施設）のひとつとして、学校図書館があります。

̎ɽֶߍਤॻؗͲΜͳࢪઃ͔
　学校図書館は学校によって「図書室」や「メディ
アセンター」等の名称で呼ばれることもあり、学校
図書館法によってすべての学校に必置とされている
施設です。伝統的に図書や雑誌、新聞といった紙媒
体を中心にさまざまな情報を扱っていますが、学校
によってはCD、DVD等のデジタルメディアを扱った
り、コンピュータ室と統合してメディア全般を扱っ
たりと、多くの工夫を凝らしています。
　学校図書館には「司書教諭」という教育職や、一
般に「学校司書」と呼ばれる専門職が配置されており、
運営や活用を支えています（学校規模等によって配
置がない場合もあります）。また、図書委員会等の委
員会活動を通して、児童生徒が運営に関わることも
あります。学校図書館には「読書センター」と「学習・
情報センター」の２つの機能があり、本や読書に親
しむ施設であると同時に、学習の場として活用され
ることも想定しています。一方で、蔵書が古い、施
設の立地が悪い、学校図書館担当者が多忙である等
の理由により、学校図書館の活用が十分に進んでい
ない学校があるのも事実です。

̏ɽใڭҭͰֶߍਤॻؗΛ׆༻͢Δ
　さまざまな情報を扱っている学校図書館は、情報
教育での活用もできるはずです。真っ先に思いつく

のは図書館蔵書を使った調べ学習でしょう。その他
にも、工夫次第でさまざまな活用が考えられます。
　たとえば情報デザインについて学ぶ際に、蔵書の
装丁に注目して考察するといった実践が考えられま
す。図書の装丁はその本の内容や対象読者層等を意
識して作られており、私たち読者はその装丁からさ
まざまな情報を読み取ることができます。装丁の理
由を考察することは、情報とデザインの接点を検討
することにつながります。
　また、学校図書館そのものに目を向けると、司書
教諭や学校司書、あるいは図書委員の児童生徒が作
成したさまざまな掲示物・展示物等があることに気
づきます。それらは学校図書館に親しみを持っても
らったり、使い方をわかりやすく説明したりするた
めに作られています。利用者に何かを伝えるために、
どのような掲示物・展示物を作るか、どこに展示す
るかについて、情報教育の観点から検討し、実際に
作品を制作してみるとおもしろいでしょう。情報伝
達の観点での学びにつながります。
　これらの他にも、学校図書館を活用した情報教育
にはさまざまな実践が考えられます。

̐ɽใڭҭ୲ऀͱֶߍਤॻؗ୲
ऀͷ࿈ܞΛ

　小学校へのプログラミング教育の導入や、大学入
学共通テストへの出題教科「情報」の新設等を受けて、
情報教育は今後ますます推進する必要があるといえ
ます。他方、学校図書館はデジタル化の時代におい
ても存在意義を強調し、さらに活用を推進していく
ことが求められています。双方のニーズをつないで
win-winの関係になるためには、校内の情報教育担当
者と学校図書館担当者が情報を交換し、連携してい
くことが必要です。しかしながら実際は、双方とも
に多忙を極めており、互いに目を向けにくい状況が
あるようです。情報教育に関わる方々にはぜひ、学
校図書館にも目を向けてほしいと思います。

育のՄੑڭしͨใ༺׆ਤॻؗをߍֶ

ྷᖒେ学 ࡍࠃ学෦ࡍࠃ学Պ ।ڭत　தԂ 長৽

ֶ ߍ ڭ ҭ ɾ ະ དྷ  ͷ ఏ ݴ
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編　集　委　員
委員長　中橋　　雄
委　員　原　　克彦
　〃　　長谷川　弘

委　員　今野　貴之
　〃　　片岡　義順

事務局　渡辺　浩美
　〃　　河合　将治
制　作　西島　将範

つ ぶ や き 
　この１年間で、遠隔授業を150回以上実施しました。その
ビデオなどを聞き直してみると「えー」や「あー」の何と多
いこと。30分程度の講義の間に88回も頻出する授業もあり、
学生は20秒に１回聞いていることになります。
　その中で、私の喉の調子が悪いときに内容の解説部分を２
回だけロボットに代行させた授業があります。話す内容をテ
キストデータで書き込んで記憶させるだけで、身振り手ぶり
を加えて流暢に話す2010年生まれのロボットです。介護の世
界でも頑張っており、しりとりや曲に合わせたダンスなども
得意で、日本の技術の高さを実感できます。

　授業は、プレゼン資料を背景に約30分間説明をロボットか
ら聞いた後、学生自身が調査した内容をレポートする流れで
人は登場しません。学生に授業後の感想を聞くと、ロボット
の授業を受けたことへの驚きとともに、「大変わかりやすか
った」という記述が多くありました。理由は、「集中して聞
くことができた」ことが主要因だったようです。ロボットへ
の読み上げデータには、「えー」や「あー」は書いていない
ので集中できたのかもしれません。ロボットの方が分かりや
すく授業を進める時代がそこまで来ているかもしれません。
首を洗わなければ…� （K.�H）

第47回全日本教育工学研究協議会全国大会（大阪大会）
今年で47回目を迎える全国大会は、大阪府大阪市で開催されます。

日　　　時 ：　2021年11月19日（金）・20日（土）
会　　　場 ：　オンライン開催（全体会）、大阪市内（公開授業）
主　　　催 ：　日本教育工学協会（JAET）
共　　　催 ：　（一社）日本教育情報化振興会（JAPET&CEC）／おおさか学校情報化研究会
参加対象者 ：　小中高等学校・特別支援学校教育及び教育関係者、大学研究者、学生、教育関連企業等
主なプログラム（予定） ：
　公開授業 ：　大阪市立阿倍野小学校　［2018年度先進校（ICT），2019年度先進校（情報教育）］
　　　　　　　大阪市立天王寺小学校
　　　　　　　大阪市立堀江小学校　［2019年度先進校（ICT）］
　　　　　　　大阪市立本田小学校　［2015年度先進校（ICT）］
　　　　　　　大阪市立むくのき学園（小・中一貫）
　　　　　　　大阪市立昭和中学校　［2017年度先進校（情報教育），2020年度先進校（ICT）］
　　　　　　　大阪府立夕陽丘高等学校
　全 体 会 ：　基調講演、パネルディスカッション、トークセッション、研究発表　等
今後のスケジュール（予定） ：
　　　　　　　５月下旬　協賛企業申込受付開始
　　　　　　　　　　　　研究発表の申込受付開始
　　　　　　　８月初旬　大会参加申込受付開始
※詳しくは、大会ホームページで順次ご案内してまいります。

会員募集のご案内
日本教育工学協会（JAET）は、教育の情報化に取り組んでおられる現場
の実践者、研究者、各地域の研究団体や関連企業が参加する研究団体です。
会員には、個人会員、団体会員、賛助会員の3つの種別がございます。まだ、
入会されていない先生や団体・企業様がおられましたら、ぜひ入会をご検
討ください。
� 日本教育工学協会（JAET）事務局
� � 〒107-0052東京都港区赤坂１- ９-13三会堂ビル
� � � E-mail�jaet-office@japet.or.jp
� � � URL� http://www.jaet.jp

JAPAN  ASSOCIATION  FOR  EDUCATIONAL  TECHNOLOGY協 会 だ よ り
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賛 助 会 員 紹 介

学習活動端末支援Webシステム

SKYMENU CloudCloudCloud
スカイメニュークラウド

●SKYMENU、SKYMENU Cloud は、Ｓｋｙ株式会社の登録商標です。 ●その
他記載されている会社名、商品名は、各社の登録商標または商標です。

Ｓｋｙ株式会社

クラウド環境でご利用いただけるSKYMENU

SKYMENU Cloud 検索▶詳しくはWebへ

オンライン

https://www.sky-school-ict.net/seminar/forum/
2021. 4.19 ～ 5.17月 月開催期間

詳細・お申し込み

1人1台端末を日常的に
活用するために ─

参加無料

NEWS LETTER
日 本 教 育 工 学 協 会 ニ ュ ー ズ レ タ ー
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